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市の人口　10月1日現在　●総人口 49,449人（前月比－64）　●男 25,011人（前月比－19）　●女 24,438人（前月比－45）　●世帯数 22,110世帯（前月比－28）

可愛い♡笠じぞう

広報サポーター　松村 正さん

このコーナーでは、元気な亀山っ子の写真を
募集しています。掲載を希望する人は、
広報グループ（☎84－5021）へご連絡ください。

　日本むかし話の中に「笠じぞう」の話があります。
大雪の降る日、おじぞうさまの頭の上には、雪が降
り積もり寒そうです。気の毒に思ったおじいさん
は、持っていた笠を被せてあげますが、一つ足りま
せん。心優しいおじいさんは、自分の笠を被せまし
た。生活が苦しくても、おじいさんとおばあさんが
仲良く暮らすという話です。
　右上の写真は、優しい顔をした手作りの笠じぞう
です。丈は12㎝ほどで、鈴鹿農協関支店の一角に6
体が並べられていて、訪れた人の目を和ませていま
す。職員の方も可愛い～！と微笑む。
　作品を作った市瀬地区の山川たか子さんに話を
伺うと、ニュースや写真で「稲わらで作ったジャンボ
笠じぞう」の話を知って感動し、面白いと思って笠じ
ぞうに衣服を着せることを思い付いたそうです。早
速、寸法を取って型紙を作り、布を裁断して一針一針

縫って、おじぞうさまの服を作ったと経緯を話され
ました。また、胴体になっている容器の中に砂を入れ
て、作品の転倒を防ぐことも考案されました。
　一方で、口元や手足、数珠などの小さなパーツは、手
元が少しでもぶれると納得するものができず、苦労し
たと苦笑いされていました。
　今回は、山川さんも参加され
ている公民館の「いきいきサロ
ン楽々寿会」に伺って、お話を
聞かせていただきました。この
日はバラの花の飾りを作る活
動が行われていて、参加者の皆
さんはとても楽しそうでした。
山川さんも、「いろいろな作品
を仕上げると、満足感いっぱいで楽しい時間です」と
笑顔で振り返ってくれました。

これからも姉妹なかよくね！ いつまでも笑顔いっぱいの３人でいてね！
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